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～ ｉアプリ
®
対応育成ゲームサイト「プリンセスメーカーｉ」新作コンテンツ ～ 

人気育成ゲーム『プリンセスメーカー』QVGA※1 完全対応版を配信 

 

株式会社ティンマシン（東京都渋谷区、代表取締役：石田正則）は、株式会社 NTT ドコモの 

ｉモード®向けｉアプリ用新コンテンツとして育成ゲームサイト『プリンセスメーカーｉ』 

（モードメニューサイト内/月額情報料 315 円）にて、育成ゲーム『プリンセスメーカー』QVGA

完全対応版（505 シリーズ以降対応）の配信を開始いたしました。 

 

今回配信いたします、『プリンセスメーカー』QVGA 完全対応版は、端末画面に高詳細な QVGA サ

イズを採用する NTT ドコモ 505/506/700/900/901 シリーズ用にゲーム中のグラフィックやエンデ

ィング画像を新たに描き起こし、原作者である赤井孝美※2氏のイラスト雰囲気をより忠実に再現

した内容になっております。 

 

30 種類以上の豊富なゲームエンディングや、ゲーム中のイラストを待受画像として利用できる

『想い出アルバム』、これまでの育成結果を記録した『子育て記録帳』など、ゲーム内容に関しま

しては、従来から配信を行っている通常版『プリンセスメーカー』と特に変更はございません。 

 

 

※1 QVGA（Quarter Video Graphics Array） 

 VGA（640×480 ドット）の 1/4 サイズ（320×240 ドット）の解像度。実際のゲーム画像は 240×240 ドットになります。 

※2 赤井孝美 イラストレーター/株式会社ガイナックス取締役 

 代表作として育成 SLG の草分け的作品「プリンセスメーカー」シリーズや SF 小説「星界の紋章」「星界の戦旗」シリーズの 

 ビジュアルコンセプト、TV アニメーション「ぷちぷり*ユーシィ」原作など。 

 

 

 

 

 

 

 
「i モード」および「i アプリ/アイアプリ」「i アプリ DX」は、株式会社 NTT ドコモの商標または登録商標です。 

「プリンセスメーカー」「プリンセスメーカー2」「プリンセスメーカー4」は株式会社ガイナックスの商標です。 

 

 

 

 

◆サイト名： プリンセスメーカーｉ 

◆利用料 ： 月額315円（税込） 

◆対応機種： NTTドコモｉアプリ対応機（504/505/506/700/900/901/FOMAシリーズ対応）

 

サイトメニュー Ｍｅｎｕ → メニューリスト → ゲーム →（ゲーム2）→ 育成ゲーム 



    
  

育成シミュレーションの金字塔『プリンセスメーカー』が 

待望のQVGA対応になって新登場！ 

・画面は全て開発中のものです。 

・「プリンセスメーカー」「プリンセスメーカー2」「プリンセスメーカー4」は株式会社ガイナックスの商標です。  

・「iモード」および「iアプリ/アイアプリ」「iアプリDX」は、株式会社NTTドコモの商標または登録商標です。 

情報料：315円（月額）  対応機種：NTTドコモQVGA対応端末（505/506/700/900/901シリーズ） 

サイトメニュー： Ｍｅｎｕ→ メニューリスト→ ゲーム→ （ゲーム2）→ 育成ゲーム→ プリンセスメーカーｉ 
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QVGA完全対応版 

■『プリンセスメーカー』シリーズについて 

『プリンセスメーカー』シリーズは、1991 年に株式会社ガイナックスが制作した『プリンセスメーカー』を一作目とする育成シミ

ュレーションゲームの人気シリーズです。プレイヤーは 10 歳の少女の父親となり、自分の娘として育てるというコンセプトは

育成シミュレーションゲームという新たなジャンルを切り開きました。第一作の発売以来、パソコン用、家庭ゲーム機用に 3

作品（関連商品除く）が発売され、累計販売本数 100 万本以上を記録した人気シリーズで、現在も『プリンセスメーカー4』

（PS2 版）をはじめとした最新作が開発されています。 

通常版 QVGA対応版 

高詳細QVGA対応端末（ドコモ505シリーズ以降）専用に、ゲーム中のグラフィックや

エンディング画像を新たに描き起こし、原作の世界観をより忠実に再現しました。 


